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本当の看護とは何かを知りたい人に読んでほしい
魂の看護に出会えました。でも、看護師の物語で

はありません。看護するとは看護師だけの仕事では

なく、普通の人が普通の生活のなかで、大事な人を

思いやり行動することすべてが看護することなんだ

なあと思い返しました。書き手である看護師の藤田

愛さんも、たくさん看護されている姿が手に取るよう

にわかります。

「看護師のコミュニケーション力が落ちてい

る」と言われて久しいです。患者経験をした人は、

「看護師は一歩踏み込む対話ができない」と言

いますが、藤田さんの対話力は凄まじく素晴らし

い。うまい具合に踏み込んで、気持ちよいほどに

患者や家族、ときには医師の心をつかみます。そ

れは耳でキャッチして頭で理解するのでは到底なく、

全身で感じるのでしょうね。推察とも違って、たとえ

言葉による表現がなくても、看護師藤田さんの五感

から得られた情報からのアセスメントに第六感が加

わって確信につながるのです。全身全霊をもって看

護するとは、こういうことだということが表現されて

います。「何かあったら呼んでください」と形式化さ

れたセリフしか言わない看護師とはまったく違うこと

が、誰が見てもわかります。

質の高い看護とは何でしょう。安全に治療を受け

てもらうことですか。転ばせないように行動制限する

ことですか。褥瘡を創らないことですか。意思決定

が必要な選択肢を投げかけることですか。この「愛

の物語」を読めば、これらは看護師の仕事の基本の

「き」の字にしかならない、あるいは患者や家族の本

当の想いにふれれば、これらの看護行為は質の高い

看護どころではなく、余計なおせっかい看護になって

いる可能性に気づくかもしれません。

在宅での死亡診断はしないという主治医、認知症

高齢者が自然に人生を終えることを許さない専門職

たち、わかるように病状を説明しない医師、家族で

決めてくださいと意思決定支援を放棄する看護師、

こうしたたくさんのハードルを乗り越えなければ、生

きたいように生ききれない、今の現実をあなたはどう

受け止めますかという問いを、藤田さんはこの本をと

おしてすべての人に投げかけています。

「あなたがいてよかった」と藤田さんの看護にふれ

た人々は口にします。それは、一緒になってハードル

を越える努力を惜しまなかったからです。失敗もあり

ましたが、それが看護することとされることにつなが

ります。

主語が誰なのかしばしばわからなくなる文章です

が、これでよいのです。テンポよく伝わりました。科

学論文とは違い、看護のそして人間の本質を扱って

いるとても貴重なご本だと思います。愛にあふれた

物語です。電車で読むと涙があふれて困りました。
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